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▼
腸
か
ら
出
血

し
、
何
と
も
皮

肉
な
こ
と
に
、

イ
ー
ス
タ
ー
の

翌
日
か
ら
3
日

間
の
断
食
を
強

い
ら
れ
た
。
レ
ン
ト
の
間
の
暴

飲
暴
食
が
祟
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
悔
い
、
恥
じ
る
の
み
。

▼
災
害
や
貧
困
で
何
日
も
食
べ

物
に
見
放
さ
れ
た
人
が
あ
る
の

に
、
初
日
の
夕
方
に
は
、
も
う

辛
い
。
2
日
目
に
は
、
常
に
食

べ
物
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、

仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
。
3
日

目
、
ご
主
人
の
苦
悩
な
ど
お
構

い
な
し
に
パ
ク
パ
ク
食
べ
る
飼

い
犬
の
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
に
、
ふ

と
目
が
行
っ
た
。「
ち
ょ
う
だ

い
」
と
流
石
に
冗
談
で
言
っ
た

の
に
、
犬
は
本
気
に
し
て
、
一

声
唸
っ
た
。食
い
恥
を
さ
ら
す
。

▼
3
日
目
、「
今
日
で
終
わ
り
、

明
日
か
ら
は
」
と
思
う
と
、
何

を
食
べ
よ
う
か
と
常
に
食
べ
物

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、
仕
事

が
手
に
つ
か
な
い
。
ふ
と
、
痩

せ
た
よ
う
な
気
が
し
て
体
重
測

定
し
た
ら
、
4
キ
ロ
も
減
っ
て

い
る
。
何
事
に
も
喜
び
は
発
見

で
き
る
と
、
に
や
っ
と
す
る
。

▼
4
日
目
、
お
医
者
さ
ん
の
お

許
し
が
出
た
。
し
か
し
、
3
日

後
に
は
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
そ

う
だ
。
食
べ
る
の
は
2
日
間
だ

け
。
食
べ
て
は
み
た
も
の
の
嬉

し
く
は
な
い
。む
し
ろ
悲
し
い
。

▼
正
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

予
て
申
し
込
ん
で
い
た
生
命
保

険
会
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、
既

往
症
の
故
に
、
加
入
を
断
ら
れ

た
。
こ
こ
に
至
り
初
め
て
、
ゲ

ッ
セ
マ
ネ
の
ペ
ト
ロ
を
想
う
。

思
い
出
し
て
泣
く
し
か
な
い
。

御
言
葉
に
こ
そ
飢
え
渇
く
べ
き

な
の
に
、
何
と
も
情
け
な
い
。

　

教
憲
の
第

9
条
に
、「
本

教
団
の
教
師

は
、
神
に
召
さ
れ
正
規
の
手
続

き
を
経
て
献
身
し
た
者
と
す

る
。」
と
あ
り
ま
す
。
神
か
ら

の
召
命
が
出
発
点
で
あ
り
、
基

礎
と
な
り
ま
す
。
教
師
検
定
試

験
受
験
者
に
は
、
常
に
召
命
の

確
認
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
師
検
定
試
験
の
受
験
準
備
に

取
り
組
む
中
で
、
そ
の
召
命
が

明
確
に
さ
れ
、
堅
く
さ
れ
る
よ

う
に
、
と
願
わ
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
春
季
試
験
で
し
た
の

で
、
補
教
師
受
験
者
が
大
多
数

で
し
た
。今
回
の
試
験
結
果
は
、

補
教
師
受
検
者
に
不
合
格
者
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
憲
・
教

規
と
教
会
史
・
教
理
史
の
準
備

が
比
較
的
で
き
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
正
教
師
受
験

者
に
、
2
名
の
不
合
格
者
の
出

た
こ
と
は
残
念
な
結
果
で
し

た
。

　

受
験
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
神
学
の
基
本
的
・
基

礎
的
な
知
識
と
思
考
力
で
す
。

日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
も
、
日

常
の
み
言
葉
の
奉
仕
、
特
に
聖

書
研
究
の
準
備
、
説
教
の
準
備

に
、
手
を
抜
か
な
い
で
取
り
組

む
こ
と
が
、
肝
腎
な
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
（
倉
橋
康
夫

第　

総
会
期
委
員
長
）

36

　

倉
橋
委
員
長
は
、
ま
ず
、「
第

　

総
会
期
教
師
検
定
委
員
会
方

36針
」
に
沿
っ
て
、「
主
の
召
命

に
応
え
て
日
本
基
督
教
団
の
宣

教
を
担
い
、
主
の
教
会
に
仕
え

る
教
師
を
送
り
出
す
た
め
に
、

教
憲
教
規
に
基
づ
き
、
教
師
検

定
規
則
に
則
っ
て
」
行
う
試
験

で
あ
る
こ
と
を
、
確
認
の
意
味

で
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の

た
び
装
い
新
た
に
発
行
さ
れ
た

「
教
師
検
定
試
験
受
験
の
手
引

き
」
に
触
れ
つ
つ
、
教
憲
第
9

条
に
「
本
教
団
の
教
師
は
、
神

に
召
さ
れ
正
規
の
手
続
き
を
経

て
献
身
し
た
者
と
す
る
」
と
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
意
味

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
何
よ
り

も
、
神
の
召
命
が
問
わ
れ
る
試

験
で
あ
る
こ
と
を
謙
遜
に
受
け

と
め
た
上
で
、
求
め
ら
れ
た
手

続
き
に
つ
い
て
も
誠
実
に
応
え

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説

き
、
キ
リ
ス
ト
と
教
会
に
仕
え

る
伝
道
献
身
者
と
し
て
の
心
構

え
を
示
し
つ
つ
、
励
ま
し
を
述

べ
た
。

　

今
回
の
受
験
者
総
数
は　

名
68

で
、
内
訳
は
補
教
師　

名
（
Ａ

58

コ
ー
ス　

名
、Ｂ
コ
ー
ス　

名
、

26

17

Ｃ
コ
ー
ス　

名
）、正
教
師
の
再

15

受
験
8
名
、
教
師
転
入
2
名
で

あ
っ
た
。
昨
年
の
春
季
の
試
験

に
比
べ
て
、
受
験
者
総
数
で　
23

名
減
、
特
に
、
関
係
神
学
校
の

大
学
院
修
士
課
程
修
了
の
Ａ
コ

ー
ス
受
験
者
の
減
少
が
顕
著
で

あ
っ
た
。

　

試
験
直
後
の
5
日
（
金
）
に

行
わ
れ
た
第　

総
会
期
第
6
回

36

教
師
検
定
委
員
会
で
の
学
科
試

験
の
判
定
に
よ
る
と
、
補
教
師

試
験
受
験
者　

名
の
内
、
合
格

58

者　

名
、
保
留
者
8
名
、
継
続

36
者
（
主
に
Ｃ
コ
ー
ス
）　

名
で
、

14

不
合
格
者
は
な
か
っ
た
。
正
教

師
試
験
で
は
、
再
受
験
者
8
名

の
内
、
合
格
者
5
名
、
保
留
者

1
名
で
、
不
合
格
者
2
名
で
あ

っ
た
。
ま
た
教
師
転
入
試
験
は

合
格
者
1
名
、
保
留
者
1
名
と

な
っ
た
。保
留
者
と
い
う
の
は
、

学
科
試
験
の
得
点
が
合
格
点
に

少
し
足
り
な
か
っ
た
受
験
者

で
、
改
め
て
レ
ポ
ー
ト
が
課
せ

ら
れ
、
後
日
提
出
さ
れ
た
レ
ポ

ー
ト
に
よ
っ
て
再
判
定
を
受
け

る
者
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、
補
教
師
試
験
の
受
験

者
で
不
合
格
判
定
を
受
け
た
者

は
お
ら
ず
、
受
験
者
総
数
は
少

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ

い
準
備
を
も
っ
て
試
験
に
臨
ん

で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

た
。
例
年
、
準
備
不
足
の
目
立

つ
教
憲
教
規
・
宗
教
法
人
法
の

試
験
も
要
点
を
押
さ
え
た
解
答

が
多
か
っ
た
が
、
な
お
論
述
の

力
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る
。
特
に

Ｂ
、
Ｃ
コ
ー
ス
受
験
者
は
過
去

の
問
題
に
も
丁
寧
に
当
た
り
な

が
ら
、「
法
」
に
つ
い
て
の
理

解
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
新
約
聖
書
神
学
・
旧
約

聖
書
神
学
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
な
理
解
が
十
分
で
な
い
解
答

が
多
く
見
ら
れ
た
。「
受
験
の
手

引
き
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
参

考
書
の
中
か
ら
、
少
な
く
と
も

一
冊
、
き
ち
ん
と
読
み
通
し
て

準
備
し
て
欲
し
い
。
教
会
史
・

教
理
史
は
、
さ
す
が
に
正
教
師

の
再
受
験
者
は
よ
く
勉
強
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
た
。

単
な
る
試
験
の
た
め
の
勉
強
に

と
ど
ま
ら
ず
、
き
ち
ん
と
教
会

の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
伝
道
・

牧
会
に
あ
た
る
姿
勢
を
大
切
に

し
て
欲
し
い
。
組
織
神
学
は
、

普
段
か
ら
神
学
書
に
親
し
ん
で

い
る
か
ど
う
か
が
論
述
に
現
れ

る
。
日
々
の
精
進
を
期
待
し
た

い
。

　

試
験
直
後
の
委
員
会
で
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
、

話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は

　

2
0
1
0
年
春
季
教
師
検
定

試
験
は
、
3
月
2
日
（
火
）
〜

4
日
（
木
）、
東
京
会
場
（
早

稲
田
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

館
）
に
お
い
て
、
4
階
の
教
団

会
議
室
と
6
階
の
会
議
室
（
貸

室
）
で
行
わ
れ
た
。

　

1
日
目
は
開
会
礼
拝
の
後
に

学
科
試
験
、
2
日
目
と
3
日
目

に
個
人
面
接
を
行
っ
た
。
原
則

と
し
て
2
日
目
の
個
人
面
接
は

遠
方
か
ら
の
受
験
者
、
3
日
目

の
個
人
面
接
は
東
京
近
郊
の
受

験
者
と
し
、
受
験
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
た
。

　

2
日
目
・
3
日
目
そ
れ
ぞ
れ
、

個
人
面
接
に
先
立
ち
、
全
体
会

を
行
っ
た
。
開
会
祈
祷
後
、
検

定
委
員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、

続
い
て
倉
橋
康
夫
委
員
長
か

ら
、
学
科
試
験
の
結
果
を
受
け

て
の
講
評
が
述
べ
ら
れ
た
。

神
学
校
で
教
え
る
内
容
が
教
師

検
定
試
験
に
お
い
て
求
め
ら
れ

て
い
る
課
題
と
ず
れ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
検
定
規
則
第
4
条
の
変

更
を
機
に
、
神
学
校
と
の
懇
談

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
基
督
教
団
の
教
師
を
立

て
、
教
会
に
送
り
出
し
て
い
く

務
め
の
た
め
に
、
さ
ら
に
理
解

と
協
力
を
深
め
て
い
き
た
い
と

願
う
。

　　

減
少
し
た
と
は
い
え
、　

名
68

の
受
験
者
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

を
主
に
感
謝
し
ま
す
。今
後
も
、

主
の
召
し
を
受
け
、
志
を
与
え

ら
れ
た
多
く
の
献
身
者
が
起
こ

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
東
野
尚
志
報
）

講
　
評

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
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教憲教規および諸規則・宗教法人法（60分）
（Ａ，Ｂ，CⅢ）

　次の 2 題に答えてください。
1. 宗教法人法の目的を条項をあげて述べてくださ

い。また、この法人法の制定意義を歴史をふま
えて論じてください。

2. 教会担任教師の招聘、就任、辞任、解任の手続
きを教憲・教規に基づいて述べてください。

旧約聖書神学（60分）（Ｂ，CⅢ）
　次の 2 題に答えてください。
1. 旧約聖書における罪の問題について述べてくだ

さい。
2. 旧約聖書の黙示思想について述べてください。

新約聖書神学（60分）（Ｂ，CⅢ）
1. 次の問題に答えてください。

・共観福音書各々の共通点と独自性について述
べてください。

2. 次の 3 題のうちから、2 題を選んで答えてくだ
さい。
①ヨハネによる福音書の終末論について述べて

ください。
②パウロにおける「教会」の理解について述べ

てください。
③公同書簡について述べてください。

2010年春季・補教師検定試験問題

補教師試験不合格判定なし

「何より召命が問われる試験である」と倉橋委員長

受験者68名、それぞれに準備をもって

2010年
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靖国・天皇制の根底にあるものを問い直す

う
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ

れ
た
。

　

2
日
目
に
は
N
C
C
靖
国
問

題
委
員
会
の
須
賀
誠
二
牧
師
の

現
地
案
内
に
よ
っ
て
、
靖
国
神

社
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
が
持
た
れ
た
。

　

拝
殿
の
奥
に
あ
る
霊
璽
簿
奉

安
殿
に
戦
没
者
の
名
簿
が
安
置

さ
れ
、
信
仰
の
対
象
す
な
わ
ち

神
と
さ
れ
て
い
る
現
実
を
改
め

て
確
認
し
た
。

　

ま
た
資
料
館
『
遊
就
館
』
に

お
い
て
、
天
皇
の
『
人
間
宣
言
』

は
人
間
宣
言
で
は
な
く
五
箇
条

の
御
誓
文
へ
の
回
帰
で
あ
る
と

解
説
す
る
な
ど
、
靖
国
神
社
が

現
在
も
変
わ
ら
ず
天
皇
を
現
人

神
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
た
。

　

次
回
以
降
、
第
4
回
委
員
会

で
「
天
皇
制
と
は
何
か
」、
第

5
回
委
員
会
で
「
靖
国
と
は
何

か
」
の
順
序
で
学
び
を
重
ね
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
沼
田
和
也
報
）

七
條
真
明
委
員
に
よ
る
発
題

「
神
道
と
は
何
か
」が
な
さ
れ
、

委
員
に
よ
る
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
た
。

　

井
上
順
孝
の
著
書
『
神
道
入

門
儿
日
本
人
に
と
っ
て
神
と
は

何
か
儿
』
等
を
手
が
か
り
と
し

て
、
神
道
が
宗
教
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
宗
教
的
態
度
で
あ
る

こ
と
、
神
道
は
仏
教
や
道
教
と

著
し
い
混
淆
を
な
し
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
神
道
の
明
確
な
教

義
を
定
義
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
近
い
こ
と
、
祭
り
や
合
格
祈

願
や
初
詣
に
お
い
て
、
人
々
は

神
道
を
信
仰
と
し
て
意
識
す
る

こ
と
は
少
な
く
、
神
道
と
一
般

的
慣
習
と
の
境
界
線
は
曖
昧
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
質
疑
応
答
に
お
い
て

は
、
た
と
え
ば
多
く
の
日
本
人

が
な
ん
と
な
く
ク
リ
ス
マ
ス
を

祝
う
心
性
に
表
れ
て
い
る
よ
う

に
、
神
道
と
は
宗
教
で
あ
る
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
習
俗
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
キ
リ
ス
ト
者
が

明
確
な
信
仰
を
も
っ
て
、
同
じ

よ
う
に
明
確
な
信
仰
で
あ
る
か

の
よ
う
に
神
道
を
批
判
す
る

と
、
そ
れ
は
的
外
れ
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
確

認
さ
れ
た
。

　

し
か
し
神
道
が
死
者
こ
と
に

戦
没
者
を
英
霊
と
し
て
祀
る
と

き
、
そ
れ
は
明
確
な
政
治
性
／

宗
教
性
を
帯
び
る
の
で
あ
り
、

わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は
こ

の
点
に
こ
そ
焦
点
を
絞
っ
て
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
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期
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天
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制
問
題
小
委
員
会
が
、

2
0
1
0
年
3
月
8
日
（
月
）

〜
9
日
（
火
）、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
会
館
4
階
会
議
室
お
よ
び

靖
国
神
社
で
開
催
さ
れ
た
。
釜

土
達
雄
委
員
長
に
よ
る
開
会
礼

拝
の
後
、
報
告
・
協
議
が
行
わ

れ
た
。

　

委
員
会
1
日
目
に
お
い
て
、
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時　
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時　

分
）
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び
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30
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2
日
（
火
、
9
時　

分
〜　

時
）

30

12

の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
教
団
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

伊
藤
瑞
男
委
員
長
に
よ
る
開

会
祈
祷
に
続
き
、
議
事
日
程
を

事
務
局
の
提
案
通
り
決
定
し
、

直
ち
に
議
題
に
移
っ
た
。

　

先
ず
、
第
3
回
予
算
決
算
委

員
会
記
録
（
案
）
を
異
議
な
く

承
認
し
た
後
、
内
藤
留
幸
総
幹

事
よ
り
報
告
を
受
け
る
。
特
に

予
算
決
算
委
員
会
に
直
接
関
わ

る
こ
と
と
し
て
、
第
4
回
常
議

員
会
に
、常
議
員
会
議
員
3
名
、

教
区
長
1
名
に
予
算
決
算
委
員

長
を
加
え
た
教
区
活
動
連
帯
金

検
討
委
員
会
設
置
の
議
案
を
提

出
の
予
定
で
あ
る
と
報
告
さ
れ

た
。

　

ま
た
計
良
祐
時
財
務
幹
事
よ

り
第
一
次
補
正
予
算
案
の
説
明

を
受
け
る
。
こ
れ
は
当
初
、
補

正
は
不
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た

が
、
大
阪
教
区
よ
り
入
金
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

続
い
て
負
担
金
及
び
そ
の
算

定
方
式
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん

だ
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
教
団

全
体
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う

に
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
、
予
算
決
算
委
員
会
内
に
お

い
て
は
、
稲
垣
正
策
、
小
平
正

宣
両
委
員
に
山
上
清
之
委
員
と

計
良
財
務
幹
事
を
加
え
て
小
委

員
会
を
作
り
、
当
該
課
題
を
集

中
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
2
0
0
9
年

度
決
算
案
及
び
三
局（
事
務
局
、

出
版
局
、
年
金
局
）
合
算
表
の

詳
細
に
つ
い
て
寺
門
文
男
委
員

よ
り
説
明
を
受
け
、質
疑
応
答
、

協
議
を
行
な
っ
た
後
、　

時　
18

20

分
に
閉
会
し
た
。

　

2
日
目
は
9
時　

分
よ
り
委

30

員
会
を
再
開
、
先
ず
、
前
日
の

審
議
に
基
づ
い
て
第
一
次
補
正

予
算
案
の
審
議
を
行
い
、
説
明

文
の
一
部
修
正
な
ど
の
上
、
承

認
し
た
。

　

続
い
て
教
職
者
家
族
奨
学
金

に
つ
い
て
計
良
幹
事
よ
り
、
奨

学
金
貸
し
出
し
簿
と
財
務
の
帳

簿
を
照
合
し
て
資
料
を
作
成

し
、
請
求
書
を
発
送
す
る
段
階

に
ま
で
至
っ
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。
請
求
権
が
消
滅
し
て
い

る
ケ
ー
ス
を
ど
う
扱
う
か
の
問

題
な
ど
も
含
め
、
今
総
会
期
中

に
手
続
き
は
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

今
秋
開
催
予
定
の
全
国
財
務

委
員
長
会
議
に
つ
い
て
審
議
、

日
程
を
9
月　

日
（
月
）
〜　

13

14

日
（
火
）
と
し
た
。
具
体
的
な

テ
ー
マ
は
次
回
の
常
任
委
員
会

で
決
定
す
る
が
、
各
教
区
の
財

務
状
況
報
告
お
よ
び
負
担
金
に

つ
い
て
の
討
論
が
中
心
と
な
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
意
見
が

一
致
し
た
。

　

そ
の
他
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
負
担
金
や

沖
縄
に
対
す
る
連
帯
金
の
問
題

な
ど
を
協
議
し
、
次
回
の
日
程

を
決
定
し
て
、　

時　

分
に
閉

11

35

会
し
た
。

（
外
崎
孝
報
）

負担金算定方式について議論

第4回予算決算委員会
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（
土
）?
1
月　

日（
土
）、日

30

本
盲
人
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
協

議
会
（
以
下
盲
伝
）
の
主
催

に
よ
り
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
た
。

　

参
加
者
は
盲
伝
の
会
員
男

性
2
名
、
女
性
6
名
の
計
8

名
。　

日
に
成
田
を
発
ち
、

23

　

日
の
聖
日
礼
拝
を
バ
ン
コ

24ク
日
本
語
教
会
で
守
っ
た

後
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
出

発
、　

日
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ

25

シ
ュ
の
様
々
な
施
設
を
見
学

し
た
。

　

盲
伝
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
関
係
は
長
い
。
そ
の
関
係

は
、
1
9
8
9
年
、
N
C
C

の
招
き
で
ダ
ッ
カ
市
内
に
あ

る
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
女
子
盲

学
校
の
校
長
で
あ
る
、
サ
マ

ダ
ー
ル
氏
が
来
日
し
た
こ
と

に
よ
り
始
ま
っ
た
。「
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
視
覚
障
が
い
者

を
支
え
よ
う
」
と
い
う
声
が

会
員
か
ら
起
こ
り
、
当
時
の

財
務
員
で
あ
っ
た
二
神
三
男

牧
師
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

足
を
運
ん
だ
。
以
来
、
生
徒

や
卒
業
生
に
対
す
る
支
援

や
、
盲
伝
の
会
員
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
相
互
理

解
を
深
め
て
来
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
国
で
あ
る
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
障
が
い
者

を
教
育
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ま
た
女
子
に
対
す
る
教

育
に
つ
い
て
意
識
が
低
い
た

め
、
障
が
い
を
持
つ
女
性
は

二
重
の
差
別
に
苦
し
む
こ
と

に
な
る
。
宣
教
師
が
そ
れ
ら

の
女
性
に
対
し
て
職
業
訓
練

を
始
め
た
こ
と
が
盲
学
校
の

前
身
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

で
は
、
視
覚
障
が
い
女
性
に

教
育
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
、

遠
隔
地
か
ら
も
生
徒
が
集
ま

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
卒
業
し
て
も
行
き

先
の
な
い
視
覚
障
が
い
者
女

性
が
、
自
分
自
身
の
存
在
意

義
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

マ
イ
メ
イ
シ
ン
県
パ
キ
チ
ャ

ラ
村
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
こ
れ

は
、
盲
伝
が
資
金
を
援
助
し

て
土
地
を
購
入
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
設
立
に

際
し
て
は
J
O
C
S
の
ワ
ー

カ
ー
が
協
力
し
て
く
れ
た
と

い
う
。「
団
体
」
と
い
う
枠
組

み
を
超
え
て
キ
リ
ス
ト
者
が

力
を
合
わ
せ
て
奉
仕
し
て
い

く
姿
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
設

立
当
時
か
ら
運
営
資
金
は
盲

伝
か
ら
の
献
金
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
る
。

　

隣
接
地
に
は
バ
プ
テ
ス
ト

連
盟
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

他
、
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
団

体
が
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
ダ
ッ
カ
儿
マ
イ

メ
イ
シ
ン
と
い
う
2
大
都
市

を
結
ぶ
交
通
の
中
間
地
点
と

し
て
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
問
題

が
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
の

問
題
と
真
摯
に
関
わ
る
キ
リ

ス
ト
教
に
対
し
て
、
信
頼
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
場
所
で
も

あ
る
。

　

今
回
の
旅
行
で
は
、
以
上

の
2
施
設
の
他
に
、
N
G
O

が
運
営
し
て
い
る
2
箇
所
の

工
芸
品
セ
ン
タ
ー
と
、
修
道

院
が
主
催
し
て
い
る
ク
ラ
フ

ト
セ
ン
タ
ー
や
バ
プ
テ
ス
ト

連
盟
の
本
部
な
ど
を
見
学
し

た
。

　

工
芸
品
セ
ン
タ
ー
で
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
代
表
的
な

工
芸
品
で
あ
る
ノ
ク
シ
カ
タ

（
バ
ン
グ
ラ
刺
繍
）
や
素
焼

き
の
壺
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
工
芸
品

を
N
G
O
や
修
道
院
が
関
わ

っ
て
海
外
へ
の
販
売
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
作

製
に
関
わ
る
人
た
ち
に
収
入

を
保
証
し
、
生
活
を
向
上
さ

せ
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い

る
。
貧
富
の
差
の
激
し
い
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
於
い
て
、

そ
れ
ら
は
非
常
に
貴
重
な
収

入
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

日
に
は
盲
伝
が
立
ち
上

28
げ
た
N
G
O
「
に
じ
の
橋
基

金
」
に
よ
る
奨
学
金
の
授
与

式
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
。そ
の
奨
学
金
に
よ
り
、

経
済
的
に
困
難
な
盲
学
校
生

徒
の
中
等
教
育
や
、
大
学
進

学
が
可
能
に
な
っ
た
。
大
学

で
は
テ
キ
ス
ト
の
点
訳
や
、

授
業
を
受
け
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
は
学
生
本
人

の
負
担
と
な
る
た
め
、
奨
学

金
だ
け
で
は
学
業
を
続
け
る

こ
と
が
困
難
な
実
情
も
把
握

さ
れ
た
。

　

参
加
者
の
殆
ど
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
初
体
験
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ダ
ッ
カ
市
内
の

喧
噪
や
貧
富
の
差
、
物
乞
い

の
多
さ
な
ど
に
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

で
も
主
の
名
に
よ
っ
て
共
に

働
く
人
々
の
存
在
を
感
じ
、

私
た
ち
が
、
そ
し
て
日
本
の

教
会
が
奉
仕
す
べ
き
場
所
が

日
本
以
外
に
も
あ
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
学
び
の
旅

で
あ
っ
た
。

（
辻
順
子
報
）

バプテスト連盟女子盲学校の授業風景
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「
神
道
と
は
何
か
」を
学
び
考
え
る

第
3
回
靖
国
・
天
皇
制
問
題
小
委
員
会

バプテスト連盟の本部ビル前で
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「
委
員
長
コ
ラ
ム
」
の
依
頼
を
頂
い

た
。
何
を
書
い
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
の
で
思
い
の
侭
を
書
く
こ
と
に
す

る
。

　

宣
教
委
員
会
は
、

伝
道
、
教
育
、
社
会
、

の
常
設
専
門
委
員
会

が
置
か
れ
、
全
国
教

会
婦
人
会
連
合
、
教

会
幼
稚
園
連
絡
会
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
保

育
所
同
盟
の
自
主
活

動
団
体
を
組
織
し
、

「
障
が
い
を
考
え
る
」
小
委
員
会
が
あ

り
、「
宣
教
の
綜
合
活
動
」
を
担
っ
て

い
る
。

  
宣
教
方
策
会
議
で
も
申
し
上
げ
た
話

だ
が
、
あ
る
教
会
で
、
県
外
の
高
校
に

進
学
し
た
息
子
が
受
洗
し
て
帰
省
。が
、

牧
師
の
「
未
受
洗
者
は
与
れ
な
い
」
に

「
差
別
だ
！
」
と
与
ら
ず
、
両
親
を
含

め
教
会
の
傷
み
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

無
差
別
陪
餐
に
は
従
来
の
聖
餐
へ
の

批
判
が
あ
る
。
批
判
は
否
定
な
の
だ
。

鍵
で
言
え
ば
、
マ
ス
タ
ー
キ
ー
の
よ
う

に
汎
用
性
が
高
い
よ
う
だ
が
、
実
は
、

開
く
は
ず
が
な
い
別
物
な
の
だ
。
聖
餐

理
解
は
教
会
理
解
、
福
音
理
解
を
表
し

て
い
る
。
別
物
な
の
だ
。

　

こ
れ
で
は
、
一
致
し
た
「
教
団
の
宣

教
」
な
ど
有
り
得
な
い
。

　

先
日
常
議
員
会
で
、
人
権
派
と
目
さ

れ
る
教
師
に
よ
る
暴
力
事
件
が
あ
っ

た
。
常
議
員
会
は
個
人
的
な
こ
と
と
し

て
う
や
む
や
に
し
た
。
教
団
は
こ
れ
ま

で
も
暴
力
を
容
認
し
て
き
た
の
だ
。「
切

り
捨
て
は
悪
」「
話
し
合
い
こ
そ
大
切
」

で
「
N
O
！
と
言
え
な
い
日
本
人
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。別
物
な
ら「
別

物
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

  
「
我
こ
こ
に
立
つ
」
に
立
ち
返
る
し

か
な
い
。「
教
団
信
仰
告
白
」「
教
憲
」

「
教
規
」
に
言
い
表
さ
れ
た
信
仰
に
共

に
立
っ
て
初
め
て
、
我
々
は
同
労
（
連

帯
？
）
者
と
成
り
得
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宣
教
委
員
長
）

宣教委員会

松
井
敏
郎
氏
（
隠
退
教
師
）

「
ア
ジ
ア
学
院
」を
会
場
に

第
7
回「
農
」に
関
す
る
協
議
会
 

し
て
、
1
9
7
3
年
に
創
立
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ

く
国
際
人
材
養
成
機
関
で
あ

る
。

　

協
議
会
は
米
倉
美
佐
男
伝
道

委
員
長
に
よ
る
開
会
礼
拝
に
始

ま
り
、
続
い
て
、
職
員
で
あ
る

中
村
満
氏
の
案
内
で
ア
ジ
ア
学

院
を
見
学
し
た
。

　

そ
の
後
、「
西
那
須
野
教
会
の

歴
史
と
ア
ジ
ア
学
院
の
創
立
」

と
題
し
て
菊
地
創
氏
に
よ
る
講

演
。
菊
地
氏
は
西
那
須
野
教
会

員
で
あ
る
と
と
も
に
ア
ジ
ア
学

院
の
創
立
発
起
人
で
あ
り
、
校

長
も
務
め
た
。
創
立
以
来
の
ア

ジ
ア
学
院
と
西
那
須
野
教
会
の

関
わ
り
を
語
り
な
が
ら
、「
命
と

そ
れ
を
支
え
る
食
物
を
大
切
に

す
る
世
界
を
造
ろ
う
」
と
い
う

ア
ジ
ア
学
院
の
精
神
は
、
現
代

の
宣
教
の
大
切
な
課
題
と
な
り

得
る
の
で
は
と
語
っ
た
。
教
会

で
の
小
さ
な
試
み
と
し
て
、今
、

西
那
須
野
教
会
で
は
〈
食
物
と

畑
の
恵
み
に
感
謝
す
る
会
〉
を

始
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

夕
食
の
後
、
元
ア
ジ
ア
学
院

　

2
月　

日
（
月
）
〜　

日

22

23

（
火
）、栃
木
県
那
須
塩
原
市
に

あ
る
ア
ジ
ア
学
院
で
、
第
7
回

「
農
」
に
関
す
る
協
議
会
が
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は　

名
ほ

40

ど
で
あ
っ
た
。

　

以
前
か
ら
ア
ジ
ア
学
院
で
の

開
催
を
望
む
声
が
あ
っ
た
。
ア

ジ
ア
学
院
は
、
農
村
伝
道
神
学

校
の
東
南
ア
ジ
ア
科
を
前
身
と

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

日
本
基
督
教
会
伝
道
局
の
働
き
に
学
ぶ

第
4
回
伝
道
委
員
会

　

第　

総
会
期
の
第
4
回
伝
道

36

委
員
会
が
2
月　

日
（
火
）
〜

23

　

日
（
水
）、
西
那
須
野
教
会
に

24お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

前
日
よ
り
ア
ジ
ア
学
院
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
7
回「
農
」

に
関
す
る
協
議
会
を
祝
福
の
内

に
終
え
て
の
委
員
会
で
あ
っ

た
。

　

小
林
克
哉
委
員
の
説
教
に
よ

る
開
会
礼
拝
に
続
き
、
中
島
英

行
氏
（
元
日
本
基
督
教
会
大
会

伝
道
局
理
事
）
を
迎
え
て
の
講

演
を
持
っ
た
。
今
後
の
教
団
の

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

伝
道
体
制
を
模
索
す
る
た
め
に

日
本
基
督
教
会
の
伝
道
局
の
働

き
に
関
す
る
学
び
は
有
益
で
あ

っ
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
扱
わ
れ
た

内
容
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

◎
2
0
1
0
年
度
開
拓
伝
道
援

助
申
請
に
関
す
る
件
（
7
件
）

で
は
、栗
山
教
会（
北
海
教
区
）、

大
船
渡
教
会
（
奥
羽
教
区
）、

陸
前
古
川
教
会
（
東
北
教
区
）、

土
気
あ
す
み
が
丘
教
会
（
東
京

教
区
）、
長
野
本
郷
教
会
（
東

海
教
区
）
に
各
1
6
5
万
円
、

岡
山
信
愛
教
会（
東
中
国
教
区
）

に　

万
円
、
大
島
教
会
（
西
中

55
国
教
区
）
に
1
1
0
万
円
の
援

助
を
決
定
し
た
。

◎
2
0
0
9
年
度
後
期
分
貸
出

金
申
請
に
関
す
る
件
（
2
件
）

で
は
、
新
松
戸
伝
道
所
（
東
京

教
区
）
と
東
京
復
活
教
会
（
西

東
京
教
区
）
か
ら
の
申
請
を
受

理
し
た
が
、
2
件
と
も
に
書
類

の
不
備
を
教
区
に
通
知
し
、
書

類
が
整
い
次
第
、
各
1
千
万
円

の
貸
出
を
執
行
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。
な
お
、
2
0
1
0
年

度
エ
ク
ロ
フ
基
金
融
資
申
請
に

関
す
る
件
で
も
、
同
様
の
扱
い

と
し
た
。

◎
6
月　

日（
月
）〜　

日（
火
）

28

29

立ち返るしかない 
小出　望

中島英行氏による講演

仙
台
に
て
開
催
予
定
の
教
区
伝

道
委
員
長
会
議
の
準
備
を
進
め

た
。「
新
し
い
伝
道
協
力
の
可
能

性
」
の
主
題
の
も
と
山
口
陽
一

氏
（
東
京
基
督
神
学
校
校
長
）

に
講
演
を
依
頼
す
る
。

◎
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
日
本
伝
道

1
5
0
年
記
念
小
冊
子
に
関
す

る
件
で
は
、
教
団
伝
道
委
員
会

に
お
い
て
な
さ
れ
た
諸
講
演
を

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
な
ど
で
出
版
す

る
可
能
性
を
教
団
出
版
局
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

◎
伝
道
ア
イ
デ
ィ
ア
・
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
認

さ
れ
た
。
集
計
・
分
析
後
、
伝

道
ア
イ
デ
ィ
ア
集
を
作
成
し
、

8
月
頃
に
全
国
諸
教
会
に
頒
布

で
き
る
よ
う
作
業
を
開
始
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

最
後
に
、
竹
内
款
一
委
員
の

奨
励
に
よ
り
西
那
須
野
教
会
員

と
祈
祷
会
を
持
つ
こ
と
が
ゆ
る

さ
れ
、
感
謝
で
あ
っ
た
。

（
岩
田
昌
路
報
）

菊地創氏の講演「アジア学院の創立」

　

第　

総
会
期
第
4
回
「
能
登

36

半
島
地
震
」
被
災
教
会
会
堂
等

再
建
支
援
委
員
会（
以
下
、委
員

会
と
い
う
）が
、2
月　

日
に
、教

16

団
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

前
回
委
員
会
議
事
録
承
認
後

長
山
信
夫
委
員
長
よ
り
、「
信
徒

の
友
」
2
0
1
0
年
1
月
号
及

び
2
月
号
の
グ
ラ
ビ
ア
《
こ
こ

に
教
会
が
あ
る
》
に
能
登
半
島

に
あ
る
七
尾
、
羽
咋
、
輪
島
の

3
教
会
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

合
わ
せ
て
、
地
震
被
災
献
金
の

お
願
い
の
広
告
を
掲
載
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

次
に
事
務
局
よ
り
、
献
金
及

び
支
出
状
況
の
報
告
が
あ
っ

た
。
2
0
1
0
年
2
月　

日
現

12

在
の
募
金
状
況
は
1
億
3
千
6

百
万
円
強
で
あ
り
、
そ
の
内
7

千
万
円
強
が
再
建
さ
れ
た
会
堂

等
に
送
金
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

説
明
、
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
能
登
半
島
地
震
支
援

ニ
ュ
ー
ス
№
6
（　

月　

日
）」

11

20

を
発
行
し
た
こ
と
、
ク
リ
ス
マ

ス
献
金
の
募
金
ア
ピ
ー
ル
ポ
ス

タ
ー
を
全
国
の
教
会
・
伝
道
所

に
配
布
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

続
い
て
陪
席
の
中
部
教
区
能

登
半
島
地
震
被
災
教
会
再
建
委

員
会
の
小
宮
山
剛
委
員
長
よ

り
、
中
部
教
区
に
お
け
る
再
建

支
援
委
員
会
の
活
動
状
況
報
告

及
び
前
回
委
員
会
か
ら
の
継
続

再
建
は
、あ
と
二
教
会
に
　募
金
の
目
標
、達
成
を

第
4
回「
能
登
半
島
地
震
」〜
再
建
支
援
委
員
会

審
議
で
あ
っ
た
七
尾
教
会
会
堂

改
築
工
事
と
七
尾
幼
稚
園
改
築

工
事
（
教
会
と
幼
稚
園
連
結
部

分
）
に
つ
い
て
の
説
明
、
報
告

を
受
け
た
。

　

以
後
、
協
議
に
入
り
、
七
尾

教
会
会
堂
改
築
工
事
案
、
及
び

七
尾
幼
稚
園
改
築
工
事
案
に
つ

い
て
協
議
の
結
果
、
承
認
す
る

こ
と
と
し
、
現
時
点
で
可
能
な

改
築
費
用
の
一
部
を
送
金
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

次
に
、
羽
咋
教
会
建
築
計
画

に
つ
い
て
、
教
区
再
建
委
員
会

小
宮
山
委
員
長
及
び
高
橋
潤
教

区
議
長
よ
り
報
告
を
受
け
協
議

し
た
。
支
援
金
の
状
況
や
時
期

に
つ
い
て
協
議
、
検
討
し
た
結

果
、
次
回
委
員
会
ま
で
に
、
よ

り
詳
細
な
建
築
計
画
を
出
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

現
在
、
再
建
計
画
は
七
尾
教

会
会
堂
及
び
幼
稚
園
の
一
部

（
関
連
施
設
）、羽
咋
教
会
会
堂

の
2
件
に
な
っ
て
い
る
が
、
募

金
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
な

い
。

　

目
標
達
成
に
向
け
て
、
更
に

募
金
活
動
を
推
進
し
、
再
建
支

援
に
向
け
て
の
働
き
を
果
た
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
委
員
会
は
6
月　

日
、

29

教
団
会
議
室
で
開
催
予
定
。

（
津
村
正
敏
報
）

教
員
で
西
那
須
野
教
会
員
の
長

嶋
清
氏
か
ら
「
ア
ジ
ア
学
院
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
ま
た

大
津
健
一
現
校
長
か
ら
「
ア
ジ

ア
学
院
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
す

る
発
題
を
聞
い
た
。

　

翌　

日
は
、
朝
食
前
に
農
業

23

体
験
。
畑
と
鶏
舎
に
分
か
れ
て

学
院
の
手
伝
い
を
し
た
。
私
は

生
ま
れ
て
初
め
て
鶏
の
お
な
か

の
下
に
手
を
入
れ
て
卵
を
取
る

体
験
を
し
た
。

　

朝
食
の
後
、
ア
ジ
ア
学
院
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
で
あ
る
テ
ィ
モ
シ
ー
さ
ん
に

よ
る
集
会
、
続
い
て
全
体
会
。

各
教
区
の
農
業
に
関
わ
る
小
グ

ル
ー
プ
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
ネ

ッ
ト
・
ワ
ー
ク
作
り
が
要
望
さ

れ
、
ま
た
食
物
と
命
に
関
わ
る

と
い
う
農
の
視
点
が
青
年
伝
道

の
切
り
口
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

今
回
、
そ
れ
ま
で
の
「
農
」

に
関
す
る
活
動
者
協
議
会
と
い

う
名
称
を
変
え
、
よ
り
広
く
参

加
者
を
募
ろ
う
と
考
え
た
。
農

業
従
事
者
・
活
動
者
に
と
っ
て

は
物
足
り
な
い
面
も
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
多
く
の
人
に

「
農
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
山
岡
創
報
） 関

陥
貫
貫
貫
貫
貫

　
　

年　

月　

日
、
逝
去
。　

09

10

28

80

歳
。
愛
媛
県
に
生
ま
れ
る
。

　
　

年
東
京
神
学
大
学
大
学
院

'56
を
卒
業
、
同
年
都
城
城
南
教
会

に
赴
任
、
長
崎
教
会
を
経
て
、

　

年
よ
り
福
岡
渡
辺
通
教
会
を

'70牧
会
し
、　

年
隠
退
し
た
。

'98

　

遺
族
は
、
妻
・
容
子
さ
ん

（
隠
退
教
師
）。

が
六
つ
増
え
ま
し
た
。
専
住
者

な
き
教
会
数
が
１
６
と
全
体
の

ほ
ぼ
２
割
に
な
り
ま
し
た
。
個

教
会
の
教
勢
や
財
力
な
ど
体
力

の
低
下
も
顕
著
に
な
り
ま
し

た
。
四
国
教
区
と
し
て
互
助
制

度
を
軸
に
協
力
関
係
の
中
で
、

精
一
杯
の
こ
と
を
考
え
、
試
み

て
い
る
こ
と
を
祈
り
に
覚
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

※
新
報
４
６
９
７
号
２
面

に
、
教
区
総
会
を
迎
え
る
各
教

区
に
つ
い
て
の
特
集
記
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
総
会
日
程
の

関
係
上
、
四
国
教
区
の
み
先
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
国
教
区　

　
　
　
　
　

議
長　

黒
田
道
郎

①
（
主
題
）
四
国
教
区
は
教
区

総
会
で
主
題
を
掲
げ
る
こ
と
は

し
ま
せ
ん
が
、
教
区
内
諸
教
会

お
よ
び
伝
道
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ

神
に
委
託
さ
れ
た
使
命
を
自
覚

し
つ
つ
、
協
力
し
合
っ
て
歩
む

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
（
最
重
要
議
案
）
す
べ
て
が

最
重
要
議
案
で
す
が
、
中
で
も

教
団
総
会
議
員
選
挙
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
（
祈
り
に
覚
え
て
ほ
し
い
こ

と
）
無
牧
だ
っ
た
三
つ
の
教
会

に
教
師
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
た
に
無
牧
に
な
る
教
会

教
区
総
会
を
前
に
し
て
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「
入
学
手
続
き
を
す
る
時
に
、初
め

て
自
分
の
行
く
学
校
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
だ
っ
て
気
付
い
た
ん
で

す
」。
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
は
、

中
学
へ
の
入
学
だ
っ
た
。
入
学
式
で

「
あ
な
た
が
た
が
わ
た
し
を
選
ん
だ

の
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
あ
な
た
が

た
を
選
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
と
て

も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

元
来
ま
じ
め
な
性
格
で
、
学
校
か

ら
紹
介
さ
れ
た
教
会
に
熱
心
に
通

い
、
1
年
半
を
か
け
て
親
を
説
得
、

高
校
３
年
で
受
洗
し
た
。

　

社
会
科
教
師
志
望
だ
っ
た
が
、
小

塩
節
氏
の
講
演
に
感
動
し
、
中
央
大

学
だ
け
は
独
文
科
を
受
験
し
た
。
結

果
、
中
央
大
学
に
進
む
こ
と
と
な
り

歴
史
の
教
師
に
な
る
の
は
あ
き
ら
め

た
。
そ
の
か
わ
り
に
司
書
の
資
格
を

取
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
全
て
神

様
の
ご
計
画
と
言
う
し
か
な
い
。
教

育
と
関
わ
り
は
持
ち
続
け
た
く
て
、

司
書
教
諭
の
資
格
も
取
っ
た
。

　

学
校
図
書
館
へ
の
勤
務
を
志
し
た

の
は
、
自
身
の
経
験
か
ら
来
る
図
書

館
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
。
外
に
出
る

こ
と
が
得
意
で
は
な
い
自
分
に
対
し

て
「
図
書
館
の
先
生
」
が
居
場
所
を

提
供
し
て
く
れ
た
。
自
分
も
そ
の
よ

う
な
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

　

勤
め
て
み
て
分
か
っ
た
の
は
、
学

校
図
書
館
は
保
健
室
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
ル
ー
ム
と
並
ん
で
問
題
を
抱
え

た
子
供
や
病
ん
だ
子
供
が
来
る
場
所

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
一
種
の
避
難
場

所
だ
と
感
じ
て
い
る
。「
女
の
子
は
特

に
、
学
校
と
繋
が
り
た
い
と
い
う
欲

求
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
。
で
も
、
教

室
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
子

が
図
書
館
に
来
ま
す
」。図
書
館
の
メ

リ
ッ
ト
は
そ
の
よ
う
な
生
徒
に
本
を

通
じ
て
声
を
か
け
や
す
い
こ
と
。
問

題
を
抱
え
て
い
そ
う
な
生
徒
に
「
何

か
捜
し
て
い
る
本
が
あ
る
の
？
」
と

声
を
か
け
る
こ
と
が
会
話
の
糸
口
と

な
る
。
そ
れ
が
深
い
関
わ
り
に
発
展

し
、
教
会
学
校
に
生
徒
を
誘
う
こ
と

も
あ
る
。「
教
師
の
目
の
届
か
な
い
所

で
生
徒
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
」。評
価
さ
れ
な
い
場
所
と

し
て
の
図
書
館
の
存
在
意
義
は
そ
こ

に
あ
る
。

　

学
校
図
書
館
の
仕
事
は
「
た
く
さ

ん
の
生
徒
と
た
く
さ
ん
の
本
が
き
ち

ん
と
出
会
う
た
め
の
お
手
伝
い
」
だ

と
語
る
が
、
一
方
で
「
一
人
一
人
の

生
徒
を
祈
り
に
覚
え
る
」
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
9
章
に
は
、

生
ま
れ
つ
き
目
の
見
え
な
い
人
が
主
イ

エ
ス
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
た
物
語
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、「
本
人
が
罪
を

犯
し
た
か
ら
で
も
、
両
親
が
罪
を
犯
し

た
か
ら
で
も
な
い
。
神
の
業
が
こ
の
人

に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
。」（
3
節
）
と

い
う
主
の
み
言
葉
は
、
私
の
伝
道
者
と

し
て
の
召
命
を
支
え
、
牧
師
と
し
て
の

働
き
を
導
い
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
兵
庫
県
の
北
部
の
湯
村
温
泉

と
い
う
山
間
の
町
に
、
農
家
の
5
人
兄

弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
に
読
ん
だ
下
村
湖
人
の

「
論
語
物
語
」
に
感
動
し
、
キ
リ
ス
ト

教
に
出
会
う
ま
で
は
孔
子
の
教
え
を
人

生
の
指
針
と
し
て
歩
み
ま
し
た
。
私
の

家
の
近
く
に
は
教
会
は
な
く
、
隣
町
に

小
さ
な
教
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
牧
師

は
公
立
中
学
の
教
師
を
兼
務
し
て
い
ま

し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
盲
学
校
の
教
師
に
な

る
こ
と
を
志
し
て
東
京
教
育
大
学
に
入

り
ま
し
た
。
受
験
勉
強
か
ら
の
解
放
感

や
下
宿
住
ま
い
の
寂
し
さ
も
あ
り
、
私

は
統
一
協
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団
、

障
が
い
児
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
熱
心
に

活
動
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
の
学

び
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
中
に
将
来
へ
の

明
る
い
希
望
や
生
き
が
い
を
見
出
せ

ず
、
焦
燥
感
と
疲
労
感
に
悩
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
が
教
会
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
時
で
し
た
。
当
時
、
下
宿

を
し
て
い
た
笹
塚
の
近
く
に
あ
る
日
本

キ
リ
ス
ト
教
団
永
福
町
教
会
に
出
席
す

る
よ
う
に
な
り
、
1
9
7
6
年　

月　
10

31

日
の
宗
教
改
革
記
念
日
に
三
永
恭
平
牧

師
よ
り
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
が
信
仰
へ
導
か
れ
、
献
身
の
志
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し

て
二
つ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
第

一
は
、
重
い
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
兄
姉
と

共
に
育
っ
た
こ
と
で
す
。
戦
後
の
混
乱

の
時
代
、
農
村
社
会
に
は
様
々
な
偏
見

や
差
別
が
根
強
く
、
私
の
家
庭
に
は
明

る
い
希
望
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
二
に
、
私
自
身
も
中
学
1
年
生
の

時
か
ら
眼
の
病
気
に
悩
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
失
明
の
危
機
に
直
面
し
た
だ

け
で
な
く
、
将
来
の
夢
や
希
望
を
奪
わ

れ
ま
し
た
。
生
き
る
希
望
を
求
め
て
教

会
へ
通
っ
て
い
た
私
は
、
2
人
の
牧
師

と
出
会
い
ま
し
た
。
山
口
の
小
郡
教
会

の
青
木
優
牧
師
と
、
静
岡
の
榛
原
教
会

の
長
沢
巌
牧
師
で
す
。
視
覚
障
が
い
者

の
青
木
牧
師
の
「
行
く
先
を
知
ら
な
い

で
」
を
読
ん
で
、
信
仰
の
決
断
へ
と
導

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
や
ま
ば
と
学
園

を
設
立
し
た
長
沢
牧
師
の
働
き
に
ふ
れ

て
、
私
も
牧
師
に
な
っ
て
障
が
い
者
の

問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
願
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
行
く

先
を
知
ら
な
い
旅
立
ち
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
無
限
の
大
空
へ
向
か
っ
て
羽
ば

た
く
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
主
イ

エ
ス
と
の
出
会
い
は
、
私
の
人
生
を
盲

学
校
の
教
師
か
ら
、
伝
道
者
へ
と
方
向

転
換
さ
せ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
東
京
神
学
大
学
を
卒
業
後
、

高
知
の
須
崎
教
会
へ
赴
任
し
ま
し
た
。

ま
ず
私
が
始
め
た
の
は
、
視
覚
障
が
い

者
の
女
性
の
信
徒
に
簡
単
な
点
字
の
週

報
を
届
け
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

5
年
後
、
多
く
の
方
々
の
祈
り
と
支
援

を
頂
い
て
、
県
内
の
視
覚
障
が
い
者
の

信
徒
が
集
ま
っ
て
高
知
県
シ
ロ
ア
ム
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
須
崎
教
会
で
の
6

年
間
の
奉
仕
の
後
、
牧
会
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
学
ぶ
た
め
に
3
年
間
ア
メ
リ
カ

の
神
学
校
へ
留
学
し
ま
し
た
。

　

今
、
私
は
札
幌
の
真
駒
内
教
会
の
牧

師
と
し
て
仕
え
て
い
ま
す
。
心
や
身
体

に
痛
み
や
弱
さ
の
あ
る
人
々
と
共
に
歩

む
こ
と
が
、
私
の
祈
り
で
あ
り
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
未
熟
な
私
に

と
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
時
に

は
辛
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
主
に
あ
る
兄
弟
姉
妹
の
祈
り
に

支
え
ら
れ
、
日
々
聖
書
の
み
言
葉
に
生

か
さ
れ
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

神
の
み
業
が
現
れ
る
た
め
に

田
中
　
文
宏
　（真
駒
内
教
会
牧
師
）

No.15

夫人（田中真希子牧師）と

山田　麻美さん

避難場所の大切さ

「インド・スマトラ・フィリピン被災者救援
募金」ACTに送金し終了しました。

総額6,295,041円
相次ぐ未曾有の被害に対し、多くのご献金
をお寄せいただき、心から感謝します。
　
　2010 年 3 月 12 日

教団社会委員会委員長　福井博文

　
♢
参
加
者
募
集
♢

台
湾
基
督
長
老
教
会
と
日
本
基

督
教
団
と
の
青
年
交
流
会

（Y
o
u
th
M
is
s
io
n

）

◎
期
間　

2
0
1
0
年
8
月　
10

日
（
火
）
〜　

日
（
月
）

23

◎
募
集
人
数　

6
名

◎
応
募
資
格
　

日
本
基
督
教
団

の
教
会
お
よ
び
関
係
学
校
・

団
体
の
牧
師
・
教
務
教
師
の

推
薦
を
受
け
た
青
年

◎
交
通
費　

半
額
負
担
（
S
C

F
が
半
額
を
負
担
）、帰
り
の

交
通
費
と
お
小
遣
い
等
（
約

4
万
円
）
は
自
己
負
担

◎
滞
在
費　

無
料
（
台
湾
基
督

長
老
教
会
が
負
担
）

◎
締
め
切
り　

7
月
9
日（
金
）

◎
申
込
先　

日
本
基
督
教
団
教

育
委
員
会
（
東
京
都
新
宿
区

西
早
稲
田
2
儿
3
儿　

）
18

　

電
話
（
0
3
儿
3
2
0
2
儿

0
5
4
4
）

◎
担
当
職
員　

草
深
茂
雄

◎
メ
ー
ル　
（k

u
sa

fu
k
a
@

u
ccj.o

rg

）

◎
主
催　

日
本
基
督
教
団
・
台

湾
基
督
長
老
教
会

◎
後
援　

学
生
キ
リ
ス
ト
教
友

愛
会
（
S
C
F
）

主の聖名を賛美します。
去る 2 月 27 日、チリ中部でＭ 8.8 の
地震が発生し、震源に近いコンセプ
シオンを中心に、800 人以上の方々
が犠牲となり、住居は 50 万戸近くが
倒壊して 200 万人が住まいを失いま
した。社会委員会ではすでに被災者
支援活動を始めたＡＣＴ (Action by 
Churches Together）International の呼
びかけに応え緊急救援募金を行いま
す。ご協力をお願い致します。
　2010 年 3 月 18 日　　　　　　　

　日本基督教団社会委員長　
福井博文

記

◎募金期間　2010 年 5 月末
◎目 標 額　特に定めず
◎送 金 先　加入者名／日本基督教

団社会委員会
◎郵便振替　00150-2-593699

（通信欄に「チリ大地震救援募金」
とお書きください。）

〒 169-0051
東京都新宿区西早稲田 2-3-18-31

日本基督教団社会委員会
（電話 03-3202-0544）
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チリ大地震被災者救援募金のお願い

　1964年生まれ。下谷教会
員。女子聖学院図書館司書。

2010年教区総会日程
問安使会　　　場会　　期教区

内藤留幸北海道クリスチャンセ
ンター

5 月　3 日（月）10：00
? 4 日（火）15：30北　海

佐々木美知夫奥羽キリスト教センター5 月 25 日（火）12：30
? 26 日（水）15：45奥　羽

山北宣久仙台青葉荘教会5 月 25 日（火）13：30
? 26 日（水）16：00東　北

山北宣久大宮ソニックシティー
小ホール

5 月 26 日（水）10：00
? 27 日（木）16：00関　東

内藤留幸富士見町教会5 月 25 日（火）10：00
? 21：00東　京

佐々木美知夫阿佐ヶ谷教会5 月 30 日（日）15：00
? 31 日（月）17：00西東京

山北宣久清水ヶ丘教会6 月 26 日（土）10：00
　　　　　～ 16：00神奈川

鈴木伸治グランドホテル浜松5 月 25 日（火）13：30
? 26 日（水）15：00東　海

内藤留幸金沢教会5 月 18 日（火）13：00
? 19 日（水）13：30中　部

（問安拒否）平安教会5 月　3 日（月）10：00
4 日（火）15：00京　都

山北宣久大阪女学院ヘールチャ
ペル

5 月　3 日（月）13：30
? 4 日（火）17：00大　阪

鈴木伸治神戸教会5 月 16 日（日）16：00
? 17 日（月）18：00兵　庫

鈴木伸治倉敷教会5 月 24 日（月）12：00
? 25 日（火）15：00東中国

佐々木美知夫カリエンテ山口5 月　5 日（水）13：30
? 6 日（木）16：00西中国

内藤留幸ウェルピア伊予4 月 28 日（水）13：00
? 29 日（木）15：00四　国

佐々木美知夫福岡中部教会5 月　4 日（火） 9：30
? 5 日（水）15:00九　州

沖縄キリスト教センター5 月 30 日（日）16：30
? 31 日（月）17：30沖　縄
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